
令和２年７月 13日～７月 19日までの全国の暑さ指数(WBGT)の観測状況 

及び熱中症による救急搬送人員数と暑さ指数(WBGT)との関係について 

（令和２年度第 11報） 
 

１．全国の暑さ指数(WBGT)の観測状況について 

６都市(注１)の日最高暑さ指数(WBGT)の平均値は、16 日から「警戒」を示す 25℃を超

える日が続き、19日は「厳重警戒」を示す 28℃を超えましたが、６都市の 10年間平均値

と比較すると、期間を通して概ね低い値で推移し、13日と 15日は４℃以上低くなりまし

た（図１、表１参照）。 

11都市(注２)では、週の後半は各地で 25℃を超え、仙台、新潟、東京、名古屋、大阪、

高知、福岡、鹿児島では 28℃を超える日がありました。那覇は、「危険」を示す 31℃を

超える日が多く、期間を通して 25℃以上でした（表１、表２参照）。 

全国を見ると、25℃を超える日が多く、東北地方以南では 28℃以上となった地点もあ

り、九州、沖縄地方では 31℃を超える日もありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 全国の暑さ指数(WBGT)の動向と過去 10年間平均値との比較 

 

表１ 全国 11都市(注２)の日最高暑さ指数(WBGT)（７月 13日～７月 19日）(注３) 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         
（注１） ６都市：東京都、大阪市、名古屋市、新潟市、広島市、福岡市 

（注２）11 都市：札幌市、仙台市、新潟市、東京都、名古屋市、大阪市、広島市、高知市、福岡市、 

鹿児島市、那覇市 

（注３）表１、表２の値は速報値であり、年末に発表される確定値とは異なる場合があります。 

日 札幌 仙台 新潟 東京 名古屋 大阪 広島 高知 福岡 鹿児島 那覇
 6都市
平均

13 21.3 19.7 23.8 24.7 20.9 21.4 23.5 23.9 27.0 29.1 31.6 23.6
14 22.6 19.2 21.4 23.7 25.9 27.4 25.2 30.1 23.9 27.0 32.0 24.6
15 22.3 18.3 22.2 22.1 26.9 24.9 23.0 27.6 23.8 23.9 31.9 23.8
16 20.8 19.3 24.9 24.4 27.9 26.3 25.3 26.0 26.1 21.9 30.1 25.8
17 22.5 21.7 25.0 21.3 24.9 26.6 26.3 27.9 27.4 27.6 26.9 25.3
18 24.1 21.9 28.8 22.1 29.3 28.3 27.2 28.5 27.7 27.1 30.1 27.2
19 25.3 28.8 26.7 29.1 30.1 29.0 27.4 28.3 29.7 30.5 31.2 28.7



 

表２ 全国 11都市の７月 13日～７月 19日の暑さ指数(WBGT)超過時間数(注３) 

 

 

 

 

 

２．６都市の日最高暑さ指数(WBGT)と熱中症による救急搬送人員数(全国)との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ６都市の日最高暑さ指数(WBGT)の平均値と熱中症搬送人員数の推移 

 

○７月 16日から７月 19日の６都市(注１)の日最高暑さ指数(WBGT)の平均値は、16日か

ら「警戒」を示す 25℃を超える日が続き、19日は「厳重警戒」を示す 28℃を超えま

した。（表１、図１）。消防庁発表の速報によると、熱中症による救急搬送人員数

は、７月 18日に 220人、19日に 605人と多くなり、この期間の総数は 1,337人（死

者５名を含む）となりました（図２）。 

 

３．今後の見通しと注意点 

○７月 24日までは、全国的に「警戒」を示す 25℃以上を超える地点があると予想さ

れ、東北地方以南では「厳重警戒」を示す 28℃以上となる地点もあり、九州地方以南

では「危険」を示す 31℃以上となる地点もある見込みです。 

気象庁の週間天気予報（７月 22日発表、予報期間：７月 23日～７月 29日）によれ

ば、「最高気温と最低気温はともに、北日本は平年並か平年より低い日が多いです

が、期間のはじめは平年より高い所もある見込みです。東日本と西日本は平年並か平

年より低く、平年よりかなり低い所もあるでしょう。沖縄・奄美は平年並か平年より

高い日が多いでしょう。」となっております。 

  

５月は搬送人員

数の調査なし 

超過時間数 札幌 仙台 新潟 東京 名古屋 大阪 広島 高知 福岡 鹿児島 那覇

31℃以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11

28℃以上 0 3 2 7 10 5 0 6 6 12 58
25℃以上 2 9 21 8 32 28 23 47 49 67 159



○令和２年７月豪雨によって被災された皆さまに対し、心からお見舞い申し上げます。 

気温や湿度が高い日には、作業内容、生活環境、体調等の状況次第で被災住民、ボラ

ンティア等の方々が熱中症にかかる危険性が高まります。また、避難所等で冷房器具

が使用できない状況においてはさらに注意が必要です。加えて今年は、新型コロナウ

イルス感染症の予防対策も求められており、十分な感染症予防を行いながら、熱中症

予防を実施していただくことが重要です。 

 

梅雨明け後は急に気温が高くなることがあります。暑くなる前から軽い運動等で汗

をかく機会を増やし、暑さに負けない体を準備しましょう。下記 URL内の 33ページを

参考にして下さい。 

https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/manual/heatillness_manual_3-1.pdf 

『熱中症環境保健マニュアル 2018(環境省)』より抜粋 

 

 

参考：【令和２年度の熱中症予防行動】 

 

熱中症予防×コロナ感染防止で「新しい生活様式」を健康に！（リーフレット：3 色） 

https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/20200621_orange.pdf （オレンジ） 

https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/20200621_blue.pdf    （青）   

https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/20200621_yellow.pdf  （黄色）  

 

「新しい生活様式」における熱中症予防行動のポイント（リーフレット） 

https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/20200526_leaflet.pdf 

 

「新型コロナウイルスを想定した『新しい生活様式』」における熱中症予防（留意点） 

https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/20200526_doc.pdf 

  

https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/manual/heatillness_manual_3-1.pdf
https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/20200621_orange.pdf
https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/20200621_blue.pdf
https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/20200621_yellow.pdf
https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/20200526_leaflet.pdf
https://www.wbgt.env.go.jp/pdf/20200526_doc.pdf


 (参考資料) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


